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2 月下旬に水戸市内において不法投

棄防止監視パトロールを実施いたし

ましたのでご報告いたします。 

通常の監視パトロールは、会員各位

の協力をいただいて、ボランティアの

道路清掃と同時に盛大に開催してお

りますが、昨今の新型コロナ感染症の

影響を受け、昨年 7 月及び 11 月に予

定されておりましたパトロールも実

施することが出来ず、昨年秋には、2 月

に水戸市内において、協会役員及び水

戸市内会員企業の協力のもとに、十分

な感染症対策を確認しながら実施を

することを、役員会で決議致しました。 

しかしながら年末から年明けにか

けて訪れた第三波の影響を再び考慮

して、水戸市内の

パトロールも中止

せざるを得ず、最

終的に水戸市内の

役員企業 2 社に依

頼をして、車両各

1 台で 2 名乗車、

窓を開けて換気を

しながら小規模に

パトロールを行う

ことといたしまし

た。 

パトロールは主

に北関東自動車道の水戸南 IC 付

近と常磐自動車道の田野 PA 付近

道路を行いました。 

その結果は掲載の写真をご覧

いただければおわかりの通り、多

量の家電品やスクーター等の廃

棄物が不法に投棄されており、協

会では報告書を作成し、茨城県廃

棄物対策課へ報告をいたしまし

た。 

その一方で、昨年秋に試走を行

ったときには多量の廃棄物が確

認された箇所がきれいになっていた

りと、改善が見受けられる箇所もあり

ました。 

 

大子町と災害時の協定を締結しまし

た 

 1 月に調印式を行った水戸市に引き

続き、2 月 16 日に大子町との間で調

印式を執り行いました。 

 締結に至る経緯として、大子町から

「令和元年１０月１２日の令和元年

東日本台風により，大子町衛生センタ

ー（し尿処理施設。所在地：大子町大

字南田気３５６番地）は，甚大な浸水

被害を受け，施設が稼働停止となりま

した。このため，町内でのし尿や浄化

槽汚泥の処理が滞り，町外への収集運

搬について茨城県に支援を要請した

ところ，一般社団法人茨城県環境保全

協会の紹介がありました。これを契機

として，協会への委託により，昨年４

月１日から東海村衛生センターへの

し尿等の収集運搬を開始することが

できました。このことを通じて，災害

時における環境衛生を確保するため

には，当協会からの支援が必要である

と考え，今回の協定締結に至りまし

た。」とご紹介もいただきました。 

当日大子町からは高梨町長をはじ

め、椎名総務課長、菊池生活環境課長

にご出席いただき、当協会からは秋山

理事長及び東ヶ崎事務局長が出席い

たしました。 

 

フルハーネス型墜落制止器具特別教

育への参加 

昨年10月実施の事案になりますが、

協会では、(一社)茨城労働基準連合会

主催のフルハーネス型墜落制止用器

具特別教育への参加希望者を募り、会

員企業の中から 30 名弱の従業員の

一般社団法人茨城県環境保全協会 

協会だより 

 

令和 2 年度 
第 12 号（通巻第 81 号） 

令和 3 年 3 月 1 日発行 

一般社団法人茨城県環境保全協会 

発行担当 広報委員会 

水戸市平須町 1825-192 平須ビル 202 

TEL 029-303-6007 

FAX 029-303-6008 

URL http://www.kankyo-ibaraki.com/ 

Mail info@kankyo-ibaraki.com 

不法投棄防止監視パトロールの実施 



協会だより  令和 3 年 3 月１日発行（令和 2 年度 第 12 号） 

 

 

一般社団法人茨城県環境保全協会ホームページ http://www.kankyo-ibaraki.com/ 又は協会名で検索してください 

方々が参加いたしましたので、その時

の模様をお伝えいたします。 

この講習会は、高所作業の現場にお

いて、長年、安全帯（セーフティベル

ト）と呼ばれてきた保護具の呼称が

「墜落制止用器具」と改められ、平成

３１年２月１日より高所作業で使用

する墜落制止用の保護具はフルハー

ネス型を原則とするとともに、Ｕ字つ

り型は墜落制止用器具とはみなさな

いこととなりました。 

加えて、高さ２メートル以上の箇所

であって作業床を設けることが困難

なところにおいては、墜落制止用器具

のうちフルハーネス型のものを用い

て行なう作業（ロープ高所作業は除く）

に就く者には特別教育の受講が義務

付けられることになったことを受け

実施されたもので、建設業はもちろん

のこと、設備工事業や清掃業でも高所

作業を伴う場合には義務として装着

をしなければならないものですので、

会員企業の中でも、そのような業務を

行っている企業からの参加が多数見

受けられました。 

受付では体温を測り発熱等風邪症

状がある時は受講を控える、マスク着

用、手洗い、消毒を徹底し、研修室で

は換気を行い、席は前後左右一

つ飛ばし、休憩時間では十分に

距離をとるなど、新型コロナウ

イルス感染症予防対策を徹底

しての受講でした。 

いままで高所作業の現場で

は、墜落を制止する為の保護具

として、安全帯が何十年も前か

ら使用されてきましたが、従来

の胴ベルト型安全帯は、墜落時

の衝撃による内臓の損傷、胸部

の圧迫等による危険性が指摘

され２０１９年 2 月より高所

作業で使用する墜落制止用の

保護具はフルハーネス型を原

則とするとともに U 字つり型

安全帯のような作業姿勢を保持する

ための器具（ワークポジショニング用

器具）は墜落制止器具とはみなさない

こととなりました。 

受講では、高所作業での知識、フル

ハーネス型墜落制止用器具に関する

知識、使用方法、労働災害の防止に関

する知識、関係法令を学科で学び、実

技により、フルハーネス型墜落防止器

具を身体に装着し、実際につるされて、

墜落落下し衝撃を受け体重のかけ方

などを体験させてもらいました。 

保護帽にも、墜落などによる頭部の

損傷を軽減する為の「墜落時保護用」、

飛来物や落下物による危険から頭部

を保護するための 「飛来・落下物用」

これら両機能を備えた保護帽もあり、

高所作業では、墜落時保護用保護帽を

必ず着用しなければなりません。 

講習を受ける前には、自分達の作業

には関係のない事と思っていました

が、高さ２メートル以下の箇所で作業

床があっても最終的には、現場長の指

示には従わなければならず、現場にお

いて装着を求められることもあり、労

働安全について教育を受ける事はと

てもためになり、安全に対して意識を

高めなければならないと勉強になり

ました。 

 

２月度役員協議の開催 

２月１７日（水）午前１０時より水戸

市平須町の協会事務局において２月

度の定例役員会を開催する予定でし

たが、現在の新型コロナウイルスの状

況を鑑み、今回の役員会は中止し、秋

山理事長、長塚・池田・岡島副理事長

及び東ヶ崎事務局長の３役と佐藤監

事にご出席いただき協議を行いまし

た。当日の内容についてご報告いたし

ます。 

協議事項 

①  ３月の役員会の開

催について 

 ３月１７日水戸市の

トラック協会の７０人

収容可能な会議室で行

うことにしました。当日

はマスクの着用、ソーシ

ャルディスタンスの確

保及び換気等の感染対

策をした上で行ないま

す。 

②  協会だよりについ

て 

協会だより２月号の内

容について広報委員会

より提案があり承認さ

れました。県内全ての市

町村、県の関係機関に無

料配布しています。も

し、ご希望の関係者の方

がありましたら当協会

までご連絡下さい。 

報告事項 

①  大子町との災害協

定について 

 ２月１６日、大子町に

おいて高梨町長ご出席

のもと災害協定の締結

式が行われ、その際の模

様について理事長より

報告がありました。 

②  浄化槽維持管理の

適正化に関する意見交

換会 

 ２月５日に茨城県トラック総合会

館研修施設において浄化槽維持管理

の適正化に関する意見交換会が行わ

れ、当協会から秋山理事長が出席しま

した。当日は、茨城県県民生活環境部

環境対策課水環境室 室長補佐齋藤

美子様はじめ水戸市・常陸太田市・茨

城町からも関係部署の方が出席され

公益財団法人茨城県水質保全協会よ

り三好専務理事はじめ５人の方が参

加されました。 

 

 以上の内容で協議を行い、午前11時

過ぎに終了いたしました。 

曜日 会社名 運搬重量(kg)

3,000

3,700

磯原清掃サービス 2,700

久松商事管理サービス 3,600

玉里クリーン 3,000

磯原清掃サービス 2,700

石岡興業 5,200

富士企業 3,700

八郷衛生 3,700

石岡興業 5,200

玉里クリーン 3,000

水戸環整センター 3,700

3,700

3,700

磯原清掃サービス 2,700

久松商事管理サービス 3,600

富士企業 3,700

久松商事管理サービス 3,600

富士企業 3,700

八郷衛生 3,700

八郷衛生 3,700

久松商事管理サービス 3,600

玉里クリーン 3,000

マカベクリーン 3,700

3,700

3,700

八郷衛生 3,700

石岡興業 5,200

135,000期間合計

24（水）

25（木） アミックス　

26（金）

19（金）

22（月）

17（水）

18（木） 山本環境開発 8,200

12（金）

15（月） クロサワクリーンサービス

クロサワクリーンサービス

8,300

8,000

山本環境開発

2（火）

3（水）

1（月） マカベクリーン

5（金）

4（木）

アミックス　

10（水）

8（月） 8,600

9（火）

16（火）

(参考)2 月度大子町支援業務輸送実績 


